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1 開催目的 

北広島市総合計画の策定に当たり、市民及び関係団体から、北広島市の
目指すべきまちづくりの将来像、方向性、課題等についての意見を求める
ため、開催することを目的とする。 

 

2 開催概要 

 

⑴ 構成員名簿 

氏名等 区分 所属団体等 

座長 
由水 伸 

（よしみず しん） 
学識経験者 星槎道都大学 学長補佐 

副座長 
竹村 画二 

（たけむら がくじ） 
団体選出 北広島商工会 理事 

構成員 
飛鳥 ちえ子 

（あすか ちえこ） 
団体選出 北広島市 PTA 連合会 副会長 

構成員 
及川 幸紀 

（おいかわ ゆきのり） 
団体選出 

公益社団法人 

北広島市シルバー人材センター 

事務局長 

構成員 
小池 隆史 

（こいけ たかし） 
団体選出 北広島市自治連合会 会長 

構成員 
田中 宏明 

（たなか ひろあき） 
団体選出 

社会福祉法人 

北広島市社会福祉協議会 

事務局次長 

構成員 
長島 博子 

（ながしま ひろこ） 
団体選出 北広島消費者協会 会長 

構成員 
林 美奈 

（はやし みな） 
公募 ― 

構成員 
本橋 健治 

（もとはし けんじ） 
公募 ― 

構成員 
山下 裕子 

（やました ゆうこ） 
公募 ― 

※ 座長及び副座長を除き五十音順(敬称略) 
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⑵ 開催日程 

第 1 回 

日時 平成 31 年(2019 年)3 月 18 日(月) 18：30～20：00 

場所 北広島市役所 5 階 委員会室 

内容 

・構成員の紹介 

・座長及び副座長の選出 

・懇話会の運営について 

・報告 

⑴ 懇話会の進め方について 

⑵ 北広島市の現状と見通しについて 

⑶ 今年度実施の各種調査、ワークショップについて 

・意見交換 

第 2 回 

日時 平成 31 年(2019 年)4 月 17 日(水) 18：30～20：30 

場所 北広島市役所 3 階 3Ｄ会議室 

内容 

分野別での意見交換 

⑴ 生活環境分野 

⑵ 保健・医療・福祉分野 

⑶ 教育・文化・スポーツ分野 

第 3 回 

日時 令和元年(2019 年)5 月 10 日(金) 18：00～20：30 

場所 北広島市役所 3 階 3Ｄ会議室 

内容 
分野別での意見交換 

産業・雇用分野、ボールパーク等について 

第 4 回 

日時 令和元年(2019 年)5 月 31 日(金) 18：00～20：15 

場所 北広島市役所 3 階 3Ｄ会議室 

内容 地区別の将来像に係る意見交換 

第 5 回 

日時 令和元年(2019 年)6 月 19 日(水) 18：00～19：30 

場所 北広島市役所 5 階 委員会室 

内容 報告書案に係る意見交換 
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3 本懇話会を振り返って 

 

座長  由水 伸 

今回、進行役を務めさせていただきましたが、様々なご発言を伺う

にあたり、北広島市について新しい知見が相次ぎ、大変勉強になり

ました。回を重ねるにつれて委員皆様の人柄が浮かび上がり、時々

笑顔が見られるなど自然な雰囲気の中で進めることができました。

話に熱がこもり時間が経つのがあっという間に感じるほどでしたが、

あらためて、北広島に住む人の魅力と郷里を深く思いやる気持ちに

気づかされた次第です。私自身も、このまちで何かやれそう、いつ

までもこのまちを応援していきたいという思いが強くなりました。

今後ともご縁があればどうぞよろしくお願いいたします。 

 

副座長  竹村 画二 

新しい「ＢＰ」という事業が加わる次の世代の北広島を想像すると

きに、懇話会の皆様とわがまちを振り返ることによって、その特色

を見直し、資産として有効活用することで、他のまちとの違いを考

える良い機会をいただきました。 

 

飛鳥 ちえ子 

懇話会に参加したことで、地域についての考えが整理され、また、

各方面で活躍されている皆様のお話しも、大変ためになりました。

北広島についての新たな発見もありました。北広島市が益々発展し

ていけるよう、今後も人と人との関わりを大切にし、一市民として

まちづくりに関わっていきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

及川 幸紀 

5 回にわたる意見交換で、それぞれの委員が「これからの北広島市

のまちづくり」について意見を持ち寄り、真剣に議論を重ねた結果

まとめられたこの報告内容が、次期総合計画の策定に、私たち市民

としての目線で望む将来像として十分に活かされるよう期待します。 
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小池 隆史 
最初に、懇話会に参加させていただいた事に感謝致します。北広島

市の現在の課題、そして、将来に向けての姿が少し理解でき、私な

りにまちの未来像が見えて来たように思います。少子高齢化の大き

な課題を、私たち市民が前向きな考えで知恵を出し合い協議する事

で、必ず素晴らしい理想のまちを実現出来ると思います。懇話会の

成果を次の世代が継いでくれることを願います。 

 

田中 宏明 
市の施策がなかなか市民の方に浸透していないことが理解できまし

たし、昔から課題とされてきたことが、意見交換を通じ、やはり今

でも続いていると感じています。なお一層、ＢＰによる変化に期待

したいと思います。 

 

長島 博子 
由水座長のお心遣いで、ざっくばらんに、各分野の皆様と北広島市

の将来について、熱い思いを話し合う事ができました。この懇話会

が、子どもからお年寄りまで、住みよい北広島市の未来へ役立つ事

を期待します。 

 

林 美奈 
懇話会に参加させていただき、大変勉強になりました。様々な意見

を聞き、北広島市のことをもっと深く知ることができました。まち

づくりを通して、地域の問題に目を向けることができました。市民

の声をもとに、市民のためのまちになれば、より良いまちになると

思います。 

 

本橋 健治 
様々な意見を交換できましたことは有意義でした。 

“まちづくり”は、第一義に市民・住民ですが、未来を見据えた時、

それが“エゴ”になることなく、 

“開かれたまち”を念頭に、“風土の脈絡”を継承していく“施策と

知恵”が大切であると再認識しました。 

 

山下 裕子 
北広島を詳しく知ることができ、北広島を知らない方にも北広島を

宣伝することができるようになりました。北広島の観光をもっと広

めていきたいと思います。 
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4 総括 

懇話会であげられた意見等を、分野別で次のとおり整理した。 
 

⑴ 生活環境分野 
 

生活環境分野に関する意見等としては、次のとおりである。 
・多世代に優しい公共交通機関の充実 
・「さんぽまち」としてのまちづくり 
・憩いの場としての公園の有効活用 
・多文化共生の推進 
・市民との協働による雪対策の推進 
・ごみの減量、リサイクル意識の更なる醸成 
・防犯対策、消費者被害の未然防止の推進 
・災害時の即応体制の強化 
・空き地・空き家の流動化促進、住み替え支援、相談窓口等の充実 
・集える場としての遊水地の利活用 

 

 

区分 意見等 

多世代に優しい
公共交通機関の
充実 

・バスは 2 社独占になっており、新規参入はできないのか。 
・交通関連業者も儲かれば参入してくるが、基本的に儲かっていないから

入ってこないのではないか。 
・高齢化が進み、高齢者が運転免許証を返納したときも想定して、公共交

通機関を充実していただきたい。 
 

「さんぽまち」
としてのまちづ
くり 

・「さんぽまち」に一工夫あると良い。例えば、当市の花、樹木を植え、
木々や鳥等の図と解説等を置き、自然を学習できるような、散歩したく
なる仕掛け等があると良い。 

 
憩いの場として
の公園の有効活
用 

・公園は多いが、遊んでいる子どもを見かけることが少ない。また、事故
発生時の責任問題等で、遊具は縮小傾向にあるのではないか。 

・子どもたちの発育や運動能力の醸成等を含め、子ども同士、親同士が交
流できる環境をつくれたら良い。 

 
多文化共生の推
進 

・外国人の中には文化の違いにより、ごみの分別が出来ず乱雑になってい
る場合がある。ごみの分別等の指導が必要ではないか。 

 
市民との協働に
よる雪対策の推
進 

・玄関先に除雪された雪が置かれるといった苦情が多いかと思う。住民が
納得できる除雪体制が取れると良い。 

・消防等の緊急車両が通れるように道を確保すべき。交差点が極度に狭い
部分等もある。 

・個人で除排雪の契約をしているケースがある。補助等を増やしたほうが
良い。 

・通学路で大雪になると乗用車 1 台しか通れない程狭まっている。歩道も
しっかり除雪していただきたい。 
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ごみの減量、リ
サイクル意識の
更なる醸成 

・町内会で、資源ごみの回収を業者と契約し、月 2回程度回収している。
これは町内会の活動資金になっており、市は業者に売り渡した分の重量
に対し補助金を出してくれる。町内会で独自にその一部を 40L のごみ袋
として各家庭に還元しており、資源回収への関心が高くなっている。 

・ごみ処理や食品ロス問題への意識については、子ども達に教えるのが最
も効果的で、家庭でも保護者が子どもから言われると意識が変わる。 

 
防犯対策、消費
者被害の未然防
止の推進 

・各町内会に防犯協会をつくるよう市が補助を出しているが、できていな
い町内会もあるため、つくるよう進めていっていただきたい。 

・消費者被害のネットワークが全道でつくられているが、北広島市にはな
い。ぜひネットワークをつくっていただき、被害に遭わないようにして
いただきたい。 

・成年年齢が 18 歳に引き下げられることもあり、小学生や中学生など、
子どものうちから消費者教育の推進を図る必要がある。 

 
災害時の即応体
制の強化 

・過去の経験を基に、更に激しくなる災害の状況を勘案し、より対策を充
実する必要がある。 

・防災用品の準備は初歩で、本来の目的ではない。防災は、災害時にいち
早く救出することが大事である。いかに連絡を速やかに取って協力し合
うかが重要である。市の防災という危機管理の中で、もっと議論が必要
である。 

 
空き地・空き家
の流動化促進、
住み替え支援、
相談窓口等の充
実 

・北広島団地地区には賃貸や売却等もしていない空き家がある。例えば税
金の優遇措置で、空き家の賃貸や売却を促すことが必要ではないか。 

・北広島団地地区の世代交代が起こっており、空き家対策に力を入れてい
ただきたい。高齢化率が 50%を超えている町内会もあり、世代交代が進
むような施策を展開していただきたい。 

・栄町の空き家の活用により、人口も増えてくると思う。特に駅の近くで
あれば札幌にも行きやすく、その点をＰＲすると人口が増えるのではな
いか。 

・空き地、空き家の問題は権利の制約もあるため慎重になると思う。専門
的なアドバイスが必要で、相談会等を定期的に開き、周知していくこと
が大事である。 

・空き家をリノベーションして活用することや、遠方に住んでいる方が所
有する空き地も多いため、それらの土地をもっと活用すべきである。 

 
集える場として
の遊水地の利活
用 

・東の里遊水池が今年度完成し、市民や市外の方も集える場として有効活
用ができるよう工夫していただきたい。 
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⑵ 保健・医療・福祉分野 
 

保健・医療・福祉分野に関する意見等としては、次のとおりである。 
・子どもの居場所づくりの推進 
・特別支援教育の充実 
・産科の誘致 
・高齢者の活躍の場づくり 
・健康寿命の延伸 
・独居老人等への見守り 
・病院の広域的な利活用 
・健康、子育てに関する相談体制の充実 
・障がい者、高齢者等の活動のＰＲ 
 

 

区分 意見等 

子どもの居場所
づくりの推進 

・子どもが放課後に遊ぶ場所として、ミニ児童会館が北広島市でもあると
良い。大曲には夢プラザにあるが、近くに住んでいる子以外は、使いづ
らい距離である。学区内で、雨天時等に遊びに行けるミニ児童会館や児
童会館が必要ではないか。 

 
 

特別支援教育の
充実 

・北広島市の特別支援教育は進んでいる。北広島市の学校の特別支援教育
を見学に来られ、北広島市を選ぶ方もいる。今後も充実していただきた
い。宣伝もしたほうが良い。 

 
 

産科の誘致 ・北広島市には産婦人科がないため、誘致制度を使い誘致を推進すべきで
ある。 

 
高齢者の活躍の
場づくり 

・お年寄り支援にも力を入れていただきたい。年配の方が集えるような場
所をつくっていただきたい。 

・高齢化において、アクティブシニア等として、様々な場面で活躍してい
ただくべき年代であることを明記いただきたい。 

・元気なお年寄りの方の活用を考えていくと良い。 
・ＣＣＲＣ(Continuing Care Retirement Community)による健康づくりが

重要になってくる。 
 
 
 

健康寿命の延伸 ・医療機関にお世話になる前に、頭、心の健康寿命をいかに延ばしていく
かを考えたまちづくりが必要ではないか。 

・セミナーやエクササイズ等による高齢者同士の交流、子どもたちとの交
流等が必要ではないか。 
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独居老人等への
見守り 

・独居老人、孤立を防ぎ、終末問題として成年後見制度の活用や、最期の
見送りをどうするのかが課題である。 

・最期を迎えた後のことも心配で、残った家族がしっかり暮らせるよう、
社会福祉協議会等でもう一歩話ができる環境があると良い。 

・町内会では独居老人や高齢の家庭はできるだけ把握し、声かけ等をして
いる。プライバシーの問題等なかなか難しい面があるが、例えば自分が
買い物に行くときに、近所の独居老人にも声をかけて、その方への買い
物も一緒に行うというような「声かけサポーター制度」のようなものが
あっても良い。 

・独居の高齢者には、日常生活上何かあっても声が届かないこともあり、
日常的に見守ることが重要である。孤立死という問題も起きており、ど
のようなネットワーク等で支えていくのかが課題である。ボランティア
も高齢化しており、今後のまちづくりで重要なのは、高齢者でも元気な
人には見守る側に回っていただくということである。 

 
 
 

病院の広域的な
利活用 

・大曲にいる方であれば北広島駅付近に行くより清田区の病院に行き、西
の里であれば新札幌の病院に行く方が便利である。住民は、利用できれ
ば、市内の病院でなくても良いと思っている。 

 
 

健康、子育てに
関する相談体制
の充実 

・他自治体に住んでいた際、保健福祉サービスがきめ細やかだった。保健
師の家庭訪問や電話連絡等、こちらから向かわなくても声をかけてくれ
た。北広島市でも引き続き充実すべきである。 

 
 

障がい者、高齢
者等の活動のＰ
Ｒ 

・障がい者や高齢者が運営する飲食店などの店をＰＲするための取組が
必要ではないか。 
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⑶ 教育・文化・スポーツ分野 
 

教育・文化・スポーツ分野に関する意見等としては、次のとおりである。 
・スポーツ環境の整備 
・学校施設の整備の推進 
・学校の統廃合の検討 
・英語教育の充実 
・市内産の食材を活用した給食の推進 
・生涯学習の推進や参加促進 
・大学生の地域コミュニティ等への参加促進 

 

 

区分 意見等 

スポーツ環境の
整備 

・少年団等の活動の場が足りず、学校開放も取り合いのような状態であ
る。人口芝や天然芝のサッカー場もあったら良い。 

 
 

学校施設の整備
の推進 

・学校施設の改修済み部分と未改修部分の差が大きい。 
 
 

学校の統廃合の
検討 

・児童生徒数が少なくなり、小学校 1 年生から中学校 3 年生まで各 1 クラ
スというのは、子どもにとって苦しい。合併は避けられないのではない
か。団体競技の部活動も 1校では成立しない状況であり、体育祭、文化
祭で対抗する相手のチームがいない。友人トラブルがあったときに、組
み直すクラスがない。まちづくりで大事なことは教育であり、合併した
方が良い。 

 
 

英語教育の充実 ・教育の質の充実が大事であり、今後は外国人観光客もたくさん来る中
で、英語教師、ALT を増やしていかないと教育の質が高まらない。 

・大人は 6年間も英語を学んだのに話せない人が多い。外国の方とコミュ
ニケーションをとるには英語が大事である。 

・韓国にあるような英語村(英語のみで生活する村)を市内に作ってみた
ら良い。 

・英語授業も始まるため、授業数の検討が必要。教育特区として独自のカ
リキュラムや教育方針をたててはどうか。 

・これからの若年層は海外の人との話をし、馴染んでいくことが必要であ
る。 

・北広島らしい海外研修があっても良い。治安の良い海外で一定期間暮ら
す。そうすると英語を喋ることができるようになるというツアーがあっ
ても良い。 

・英語が何故必要かを小学生のうちから教えるべきである。 
 
 

市内産の食材を
活用した給食の
推進 

・学校給食は、食育に関連して北広島市産の食材を使って、メニューも充
実しているため、引き続き充実させていくべきである。 
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生涯学習の推進
や参加促進 
 

・高齢者が増えてくるため生涯学習を充実し、市の補助も幅広いものにし
ていっていただきたい。 

・生涯学習関連の企画はあるが、参加率が上がらない理由は何か。参加し
ている人は元気でやる気のある人だけである。実際に来ていただきたい
方は家から出ない状況である。一人でいる子ども、お年寄りに来てもら
うにはどうしたら良いか。 

・生涯教育等の告知、回覧板は、働いている人はあまり見ない。スマホ等
を使って、明日、明後日の近いタイミングで予約できる仕組みであれば
良い。 

・デジタル、アナログ両方での情報発信が必要である。 
 
 

大学生の地域コ
ミュニティ等へ
の参加促進 

・星槎道都大学は商工会と連携協定を締結している。大学誘致に苦労して
いる自治体がある中、市内に大学があるというのは良いことである。 

・例えば北広島市でアパートの家賃の一部を補助し、学生に住んでいただ
き、その代わりに地域のコミュニティ活動に参加してもらうのはどう
か。 

・大学側も地域に学生が出向き、地域での交流、学習のため単位化してい
る。こういった制度があれば、地域コミュニティに参加するだけで単位
が取得できるということにもなり、面白い仕組みである。 

・大学生は市内にバイト先がないため、市外へ出ていく。北広島市内で商
用の実践や工場での技術的なものを学ぶようなアルバイトがあると良
い。商工会ともカリキュラムを立ち上げて、お互いに良いとこ取りがで
きるような仕組みができれば良い。 
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⑷ 産業・雇用分野 
 

産業・雇用分野に関する意見等としては、次のとおりである。 
・駅周辺の一体的なまちづくり 
・自転車のまちとしてのＰＲ 
・各種ツーリズム等のパッケージ化 
・スポーツ合宿等の誘致 
・市内消費の促進や市内事業者のＰＲ等 
・雇用の場の確保やキャリアデザインの必要性 
・創業支援方法の検討 
・シルバー人材センターとの連携等 
・買い物環境の維持確保 
・農業者の支援と農業の振興 

 
 

区分 意見等 

駅周辺の一体的
なまちづくり 

・ボールパークに向かう道路が暗い。学生も通るため、街灯も明るくすべ
き。駅前も暗い。また、駅に時計がついていない。明るくしていくべき。

・閉店後の店舗にも軽い照明をつけていただき、明るさを残せないか。 
・夜の明るさは、他市と比較してもそれほど暗くはない。光の連坦性をど

う上手く使うかが重要である。以前は、各家庭でイルミネーションがあ
り、そのように何か明るさのポイントとなるまちづくりができると良
い。 

・例えば小樽は、雪明かりの道づくりをしている。電気だけではない取組
もある。 

・節電が望まれるなら、LED、太陽光発電の活用もあると思う。 
・なぜ駅前の店は繁盛しないか。通勤・通学のためだけにしか人が来ない

からか。 
・ボールパークができても野球の試合以外には人が来ない。野球がなくて

も、北広島駅に行ったら、何かおもしろいものがあると思うものがない
と、ただの素通り駅になる。 

・北広島産品を売る直売所、夏はアイスクリーム屋、ビアガーデンはどう
か。 

・駅前であっても採算性が悪いので、業者は撤退せざるを得ないのが現状
である。道の駅がないから作れないかとよく言われるが、作ったものの
中に何を置くか、施設の中を埋められる商品は今あり、用意できるのか、
中身も同時に進めていかなければならなく、駅前の再開発も同じであ
る。 

・エルフィンパークは、イベントスペースとしては有効である。しかし、
火を使ってはいけない等の制約があるため自由ではない。 

・制約の少ない空間を駅周辺につくって、店を開いたり、イベントを開催
できれば良い。又は、特区の導入を検討してはどうか。 

 
自転車のまちと
してのＰＲ 

・市内の自転車道を、有機的につなぎ、拠点毎に施設や店があると、「自
転車のまち北広島」ということでＰＲできるのではないか。 
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各種ツーリズム
等のパッケージ
化 

・農泊、農業体験をパッケージで売るべきである。 
・例えば、農泊や野球観戦とサイクルツーリズム、スポーツ＆ヘルスツー

リズム、グリーンツーリズム等を掛け合わせたものをつくり提供する。
・北広島市観光協会は、地域限定旅行業を取ったほうが良い。北広島市内

及びその近隣（江別市、長沼、恵庭等）で、地域を限定した旅行をでき
るようにすると良い。 

・観光客が、北広島市と近隣の栗山町や長沼町などを相互に行き来するよ
うな広域的な視点を持った施策も良いのではないか。 

・田園ウォーキングやイギリスで行われているようなフットパスを、ガイ
ド付きで実施してはどうか。 

・自然を楽しみながらウォーキングツアー、フットパス、このような仕掛
けを総合的に実施してみると良いのではないか。 

・自然の森のキャンプ場等も活用できると良い。 
・市 P連主催で、子ども向けのキャンプ大会を実施すると良い。 

スポーツ合宿等
の誘致 

・宿泊研修、修学旅行、スポーツ合宿を誘致してはどうか。 
 

市内消費の促進
や市内事業者の
ＰＲ等 

・北広島の食を売り出していくなら、北広島産のものを使用した料理の提
供をはじめ、宣伝をしていくべき。 

・グルメマップをみると、意外と飲食店はあることがわかった。 
・グルメマップは、できれば分野別に整理されると良い。 

雇用の場の確保
やキャリアデザ
インの必要性 

・働く場所がないと人口は増えない。雇用の場として、工業団地は強みに
なると思う。 

・雇用が創出され、子育て世代が住むことになれば人口は増え、経済も動
く。 

・親の介護のため北広島市に帰ってきた世代向けの仕事がない。若年層だ
けではなくそういった世代にも目を向ける必要がある。 

・雇用環境を整備するだけではなく、働く人たちのキャリアデザインとい
う視点も今後必要である。働いている人達が、いかに自分の人生を、仕
事を通して満足できるかという視点が必要である。 

創業支援方法の
検討 

・空き店舗利用の補助制度により本市に来て開業される方が結構いる。予
算の上限もあるため、別な形の支援にするか、議論していただきたい。
この制度により、商工会加盟が増えている。 

 
シルバー人材セ
ンターとの連携
等 

・定年の延長等によりシルバー人材センターに入会する会員の年齢が高
く、会員が増えない状況だが、会員の拡大計画などの様々な取組を実施
しているため、市とも連携し、会員の確保を図る必要がある。 

 
買い物環境の維
持確保 

・移動販売車は大好評である。利用者のニーズを聞き、改善している。他
の地域にも広げられればありがたいという声が出ている。冬期は、道幅
が狭くなり、停める所があるか懸念される。まだ知名度は低いので、宣
伝が必要である。 

・例えば自分が買い物に行くときに、近所の独居老人にも声をかけて、そ
の方への買い物も一緒に行うというような「声かけサポーター制度」の
ようなものがあれば良い。(8 ページ「独居老人等への見守り」再掲) 

 
農業者の支援と
農業の振興 

・市内の農業者を応援し、農業の振興を図るべきである。低農薬で栽培し
ている農業者や、障がい者を雇用している農業者もいる。 

・農業者の高齢化と後継者不足を見据えた対策が必要である。 
・北広島ならではの赤毛米を活かした製品づくりにも取り組んでいる農

業者もいる。市としてもＰＲすべきである。 
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⑸ 市民参加・交流分野 
 

市民参加・交流分野に関する意見等としては、次のとおりである。 
・シティセールスの推進 
・多言語表記・多言語対応の推進 
・町内会活動の維持促進 

 

 

区分 意見等 

シティセールス
の推進 

・シティセールスの目的は人口増加であり、成果は見えにくいが、実施し
ていなかったらもっと人口が減っていた。今後も実施すべきである。 

・高齢者の流出を食いとめる策が必要ではないか。 
・子育て世代をターゲットとして良い。子どもの学校のために、教育環境

の良い北広島市内に転入する人達がいる。北広島市の良い教育環境をＰ
Ｒすべきである。 

 
多言語表記・多
言語対応の推進 

・多言語表記をしっかりとしたほうが良い。 
・学校で、日本語が話せない保護者は、子どもに通訳を頼んでいるが、な

かなか難しい部分もある。通訳の方を確保できない状況である。 
・翻訳機械を導入すると良い。 
・町内会にも翻訳機械があったら良い。ごみ分別等、地域のルール説明に

も使える。 
 

町内会活動の維
持促進 

・新たに転入してきた方達の中には、街灯の電気代、排雪、ごみステーシ
ョンの維持等は、町内会費で賄って管理していることも知らずに、町内
会には入らない人がいる。 

・人と人のつながりを市役所と町内会の力でどのように対策していくか。
・町内会がある程度の規模を維持していれば、町内会費や市の補助金を使

って除雪や防犯、街路灯の設備等を実施できるが、規模が小さくなった
町内会は、街路灯の電気代すら維持できない状況に陥っている場合もあ
る。 

・公共的なものをどう維持するかは、町内会の力。生活しやすくするには
町内会の協力が重要である。町内会費は、高いところで年間 1万円程に
なるが、多くの人で小さな負担をするという考え方をしていかないとい
けない。 

・防犯の街灯の整備、ごみ、排雪の 3点は町内会で必ず問題になるため、
市にばかり頼らず、町内会や自治会は、自分達で何とかしていかなけれ
ばいけない。引き続き、市と町内会の連携が必要である。 

・少子高齢化等の現状における町内会のあり方(自主的な再編成等を含
む。)について、検討する必要がある。 

・町内会への未加入者もいるため、加入することの重要性について、もっ
と市民に知ってもらう必要がある。町内会というコミュニティを形成す
る意義は大きく、ごみステーションの維持管理、防犯灯の維持、排雪の
実施、防災や防犯活動なども実施されていることを周知すべきである。
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⑹ ボールパーク関連分野 
 

ボールパーク関連分野に関する意見等としては、、次のとおりである。 
・ボールパークから波及するまちづくり 
・スポーツコミュニティの実現 
・駅からボールパークまでの道づくりの必要性 
・渋滞対策と道路整備の必要性 
・騒音対策の必要性 
・交通アクセスの整備 

 

 

区分 意見等 

ボールパークか
ら波及するまち
づくり 

・ボールパークで観光に来た方の宿泊地や雇用のこと、教育のことも、
色々なことがボールパークを中心に広がっていけば良い。とても楽しみ
にしている。 

・やはりボールパークは凄く夢のある事業であるため、総合計画に生かし
ていっていただきたい。また、ぜひ高齢者の雇用についても、つなげて
いただきたい。 

・観光も、雇用もまだまだ見込めると思うので、北広島が大きくなってい
くのだろうなと感じた。 

・一言で言うと、北広島地域ブランドの確立、これをつくっていく良いチ
ャンスである。 

・北広島市の各地区の方が、ボールパークをきっかけとして、北広島駅の
周辺にも来ていただけることになると思う。本当にボールパークは、こ
のまちにとって今後の重要なポイントになっていく。 

 
 

スポーツコミュ
ニティの実現 

・ボールパークができることにより、スポーツコミュニティが推進される
ことを期待する。 

・ボールパークは、本当に期待しているので頑張っていただきたい。私た
ち市民が応援しないと実現しないと思うので、応援したい。 

 
 

駅からボールパ
ークまでの道づ
くりの必要性 

・現行の駅の改修が良いと思っている。野球シーズンは真冬ではないの
で、徒歩で 1.5 ㎞ならボールパークまで行ける。しかし、今のままの道
を車の排気ガスを吸いながら歩くのは良くないと思う。プロムナード的
(散歩、散策等)な位置付けで、例えば当市の花ツツジを植えて、花々で
飾られた道をゆっくり歩きながらボールパークへ行くというストーリ
ーをつくったほうが良いのではないか。 

・数万人単位の人が移動するとき、1 ㎞程度の距離が最低限必要である。
ボールパークから駅までは 1 ㎞以上あるので、結構分散はされる。しか
し、道路をもう少し拡幅するということや、屋根をかけたりすると、大
分歩く長さの印象が違ってくると思う。 

・例えば自転車専用道路を拡幅し、シェルターをかけて全天候型にしてい
ただくのも良いのではないか。 
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渋滞対策と道路
整備の必要性 

・ボールパークができたときの渋滞問題はどうするか。地域住民が渋滞に
より帰宅できないということが起きないか不安である。道路整備が必要
である。 

・野球の試合終了後、JR 駅に人が一気に押し寄せると乗れない。それらを
受けとめるための飲食店等が必要である。駐車場も夜遅くまで使うこと
ができるようにし、ボールパークの中で十分余韻を楽しんだ後に帰れる
ようにしていただきたい。 

 
 

騒音対策の必要
性 
 

・隣接する北広島高校、周辺への騒音対策をしていただきたい。 

交通アクセスの
整備 

・シャトルバス運転手不足が懸念される。運行体制の検討が必要である。
将来的には、自動運転になる可能性もあるかもしれないが。 

・寒冷地仕様のモノレールをつくっていただきたい。世界的にシティセー
ルスを展開する上での有力な手段にもなる。 

・動く歩道をつくれば良い。 
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⑺ 各地区 
 

 ① 北広島団地地区(さんぽまち) 

北広島団地地区は、「買い物環境の維持確保」、「高齢者も住みやすいまちづ

くり」をはじめ、「駅付近への子育て施設の設置」、今の時代や需要に合った

「子育て世代の定住促進」、「商業施設の誘致と維持」、地区のイメージ向上を

図る「地区のブランド化」、「集合住宅の再生・再編に関する情報共有」につ

いて意見があげられた。 

 

② 東部地区 

東部地区は、「東の里遊水池の利活用」、「観光地の中継的役割」を果たし、

「流入人口増加の推進」といった観光に関する意見や、「世代間交流」の活発

化があげられた。 

 

③ 大曲地区 

大曲地区は、札幌市に近い「利便性の高さ」があげられ、「渋滞緩和対策」

や「商業施設の活用」に関する意見があげられた。 

 

④ 西部地区 

西部地区は、「旧島松駅逓所の活用」や「自然を生かした集客」、「寒地稲作

発祥の地としてのＰＲ」等の観光等に関する意見があげられた。 

 

⑤ 西の里地区 

西の里地区は、「文教・福祉のまち」として位置づけることや、札幌市に近

い「交通の利便性の高さ」があげられた。 

 

⑥ 地区全体 

地区全体を通して、「各地区の特色」を生かしたまちづくりを図る必要があ

ることや、「ボールパークからの波及効果」等があげられた。 

また、各地区の今後の方向性を一言で言うならば、次のとおりあげられた。 

 
北広島団地地区 
(さんぽまち) 

緑豊かな住宅街 

東部地区 都心部 

大曲地区 商業 

西部地区 自然 

西の里地区 文教・福祉 
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① 北広島団地地区(さんぽまち) 

区分 意見等 

買い物環境の維
持確保 

・高齢化に伴い、買い物難民予備軍の対策が必要である。買い物のしやす
さが重要であり、移動販売車もあるが、基本的には駅前にバスで行き、
買い物をしている状況である。 

高齢者も住みや
すいまちづくり 

・市民意識調査で今の場所に住み続けたいという気持ちが強いのであれ
ば、その方向でまちづくりをするべきだ。高齢者が多いなら多いなりに
良いまちにしていけば良く、この地域の特色になる。 

・北広島駅周辺に高齢者のまちをつくると、駅も病院も行ける、買い物も
できる。 

駅付近への子育
て施設の設置 

・駅前に保育園があれば良い。夫婦で通勤の際に子どもを預けることがで
きる。 

子育て世代の定
住促進 

・最近、土地の 1区画を分けて、2軒分の土地として使われている。 
・空き地を利用し、若者が住みたいと思うデザイナーズの建物をつくる。
・スポーツを推進する学校をつくると家族で引っ越してくるのではない

か。 
商業施設の誘致
と維持 

・「さんぽまち」の発展には、商業施設の誘致が重要である。歩いて行け
る場所にお店があれば、そこで買い物が済み、地域住民との交流も生ま
れる。 

・コンビニエンスストアが複数あり、便利である。 
地区のブランド
化 

・高級なイメージの付加価値を付けるべきである。坂道があり、小高いと
ころに家が建ち、木々が美しく、素敵なお洒落なカフェやペンションが
あると良い。エルフィンロードとトリムコースがつながると良いが、自
転車で来た方がお洒落なペンションに泊まって食事をし、綺麗な自然が
あるといった高級のイメージにしても良い。 

集 合 住 宅 の 再
生・再編に関す
る情報共有 

・道営住宅やＵＲ賃貸住宅の再生・再編に関し、住民や関係機関と情報共
有していく必要がある。 

 

② 東部地区 

区分 意見等 

東の里遊水池の
利活用 

・ポイントは東の里遊水池の利活用であり、自然の良さをうまく活用すべ
きである。 

観光地の中継的
役割 

・ボールパークから車で栗山へ抜けても、千歳へ抜けても非常に利便性が
高く、周辺の観光地との中継的な役割を果たせると良い。 

流入人口増加の
推進 

・興味を持ってもらえる施設をうまく配置し、流入人口を増やすことはで
きる。 

駅付近への子育
て施設の設置 

・駅前に保育園があれば良い。夫婦で通勤の際に子どもを預けることがで
きる。(再掲) 

世代間交流 ・世代を分散し、高齢者が健康寿命を楽しめるよう、各地域のコミュニテ
ィセンターがその役割を担えると良い。 

 

③ 大曲地区 

区分 意見等 

利便性の高さ ・札幌市内と同様の利便性がある住み良い地域である。 
渋滞緩和対策 ・週末の渋滞が激しく、夏は霊園のある里塚まで渋滞しており、緩和策が

必要である。 
商業施設の活用 ・大曲に集積する商業施設を各種施策等で活用すべきである。 



18 

 

④ 西部地区 

区分 意見等 
旧島松駅逓所の
活用 

・島松沢の駅逓所にクラーク博士が別れた場所としての碑があるが、この
駅逓所をもっと売り出せないか。北広島にある国の史跡はこの一つだけ
のため貴重である。 

自然を生かした
集客 

・島松川の源流があり野鳥の宝庫となっている。自然を楽しむ観光を売り
出せば良い。 

・もっと自然を楽しむ観光を売り出せば良い。駅逓所含め、全道的には知
名度が低い。 

・清田区等から小学生のバスツアーを呼び込み、駅逓所や大曲の工場見学
と組み合わせた現地学習を実施すると良い。 

寒地稲作発祥の
地としてのＰＲ 

・寒地稲作発祥の地であることをＰＲすべきである。 

 

⑤ 西の里地区 

区分 意見等 

文教・福祉のま
ち 

・子育てと福祉のまちという雰囲気を出せれば良い。 
・文教都市としてはどうか。 

交通の利便性の
高さ 

・地下鉄や上野幌駅が近くて札幌への通勤通学に便利である。 

 

⑥ 地区全体 

区分 意見等 
各地区の特色 ・各地区の現状の独自性を生かして、地域の特色をつくっていった方が良

い。西の里地区は文教地区、北広島団地地区は緑豊かな住宅街、大曲地
区は商業を中心とした地区、東部地区は都心部、西部地区は自然を生か
したまちづくり。 

・各地区の色を濃くしていき、まちの中に様々な地区の特色があり、それ
ぞれ違った地区に行く必要性を感じるようなまちづくりにしてはどう
か。市民も各地区に行く価値を感じ、廻って楽しめる。市民が楽しいか
ら市外の方も来る。同じ観光の施策でも、市民に向けた観光施策があっ
ても良いのではないか。 

各地区の地域ブ
ランド化 

・各地区の良さを、ブランド化すべきである。パン屋等の施設を生かすべ
きである。 

利便性が高い ・大曲と西の里は、札幌に近いため、病院や商業施設の多さなどの境界(行
政界)を越えたメリットを北広島のメリットと考えても良い。 

ボールパークか
らの波及効果 

・ボールパークの開業により、駅を越えて、北広島団地地区や東部地区の
中で滞留できるようになれば良い。 

その他 ＜バスの運行＞ 
・大曲インターヴィレッジやアウトレットの循環バスがあると良い。 
・渋滞緩和対策として買い物バスを運行すると良い。 
＜駐車場整備＞ 
・ボールパークや商業施設の完成に伴い、駐車場の整備、規制強化が必要

である。 
＜交流人口の拡大等に向けて＞ 
・住民の快適性が一番だが、外から人を呼ぶ、稼ぐ力というのが必要であ

る。住民の快適性プラス稼ぐ力。その稼ぐ力は、我々市民のアイデアを
結集しなければならない。 
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